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２０１８年相談件数

メール LINE 電話 面談 保護 同行支援 他機関連携

66714,711 14,041 1,555 1,149 602 68

2018年1月～12月 （件）

他機関連携 警察、弁護士、女性相談センター、婦人相談所、福祉事務所（保健
師、ワーカー等含む）、社会協議福祉会、地域活動支援センター、
自立援助ホーム、こどもシェルター、産婦人科、就労支援セン
ター、その他民間支援団体
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問題の背景（複数回答）2018.4～12面談・電話相談より
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7▶ LINE相談者数（実数） 月平均 ４２０人 （2018年度データ）
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ネットパトロール

Twitter 掲示板

▶ ネットパトロールからLINE相談に繋がった人数
２０２人

（2018年3月～2019年3月）
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▶ 20代 女性のケース

虐待あり。家に入れてもらえない日は、友達の家やネットカフェ、お金がない時は
自宅マンションのエントランス等で過ごしていた。
口座を親に管理されていたため、アルバイトで稼いだお金は親に取られてしまい、
わずかなお金しか使えない。
ネットで検索しお金を得る方法として、下着を売っていたこともあった。
そんな中、当団体がネットパトロールで書き込んだ掲示板を見つけ、相談した。
大学に通っていたため、公的な支援を受けることも難しく、当団体の自立準備のための
シェルターで中長期保護をすることとなった。

LINE相談→電話聞き取り→面談→短期保護→中長期保護（自立準備のための支援）へ移行

▶ 10代 女性のケース

虐待あり。家が汚く、過去の父親からの被害のフラッシュバック等もあり。
家は出たいが、親との関係は切りたくはない。家が居づらいこと、寂しい気持ちから、
パパ活や、SNSで出会った男性と会ったり等を繰り返していた。
被害に遭うこともあったが、寂しい気持ちからやめられずにいた。
ネットパトロール中、彼女のTwitterでの投稿が気にかかり、DMを送ったところ、
LINE相談に繋がった。
子どもシェルター（弁護士）に繋げ、地元の支援者と連携をし、彼女の支援体制を整えた。

LINE相談→電話聞き取り→面談→同行支援→繋ぎ・連携（子どもシェルター、弁護士、児童相談所）
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2017年7月末始動～2019年3月 ▶ ▶ ▶ ボンドのイエ 中長期保護 ９名
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▶ 既存の制度や公的シェルターが若年女性の現状に添っておらず、
支援を必要としていてもこぼれ落ちてしまう。

▶ 児相相談所や婦人保護施設等では措置制度が取られているが、
行政に大きな裁量があり、制度の対象者をどう線引きするかなどは都道府県によって、
あるいは担当者によってバラツキがある。

▶ 保護してもらうまでに時間や煩雑な手続きを要する。

▶ BONDプロジェクトが独自に運営するシェルター「ボンドのイエ」だけでは部屋数が
足りていない。相談に追いつかない。

▶ 家には帰れない、でも学校には行ける、フルタイムで働けないなど
若年のDV被害女性特有の傾向や現状に添ったシェルターを増やす。

▶ 本人から直接連絡をもらい、素早く保護できるようにする。
措置から契約への転換。（福祉事務所や婦人相談員を場合によっては通さないなど臨機応変に）

▶ 上から目線の支援ではなく、本人の意思を大切にできるように。

▶ 保護した後の若年女性に特化したディケアサービスの拡大。
(心身のケアを受けられるようにする。「行きたくなる、参加したくなる」ような
プログラムを作る。就労などの支援に繋がれる。）

１、現状の課題、問題

２、提案の内容

若年女性DVシェルターの必要性



12



13



14




